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供用延長（Ｈ２２年度末）

総延長
(㎞)

供用延長
(㎞)

供用率
未事業延長

(㎞)

全国
（北海道を含む）

約14,000 9,855 70% 約1,400 

内NEXCO 88 

内開発局 337 

H22年度末現在

490 

事業中延長
(㎞)

約2,700 

北海道 1,825 910 49% 425 

供用延長 供用率(％)

1,825 910 (49%) 

<74> (51%) 

632 (46%) 

高速自動車国道の<>内は、高速自動車国道に並行する一般国道の自
動車専用道路である。（外書きであり、高規格幹線道路の総計に含まれ

高速自動車国道

一般国道
自動車専用道路

北海道の高規格幹線道路

総延長
平成22年度末供用延長

1,375 

450 205 (46%) 

１－１） 北海道における高規格幹線道路の整備状況



１－２） 一般会計の主要経費別歳出額の推移
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※平成２２年度予算政府案の公表資料より



 凡  例 

供用中
事業中

該当箇所 

１－３） 北海道横断自動車道（黒松内～余市）の基本計画内容

H3.H9に決定された基本計画の内容については下表のとおりH3.H9に決定された基本計画の内容については下表のとおり
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第１回小委員会 資料３ P5（再掲載）



２－１） ホタテ種苗の搬送経路

○ 北海道は、ほたて種苗養殖販売量の全国シェア９９％、その中で留萌は道内シェア４６％
○ ほたて種苗は、高速道路を乗り継いで、函館港からフェリー便を利用して、全国の２次生

産者（漁協）に出荷
○ 種苗輸送は、輸送中に死活するほたてが少なくなるように、速達性・確実性のある高速

道路利用が主体
○ 高速ネットワークの延伸により、道外への輸送時間が短縮、定時性確保により、ほたて養

殖産地である２次生産者（漁協）への安定供給が確保

▼ほたて種苗養殖販売量（千粒）▼ほたて種苗養殖販売量（千粒）

（全国）（全国） （北海道）（北海道）

資料：漁獲・養殖業生産統計(H21)・
漁業・養殖業生産統計年報(H20)・漁業センサス(2008)

／農林水産省水産庁

資料：漁獲・養殖業生産統計(H21)・
漁業・養殖業生産統計年報(H20)・漁業センサス(2008)

／農林水産省水産庁

▼ほたて種苗輸送経路▼ほたて種苗輸送経路

【輸送業者】

揺れや振動により、魚箱
の中で立った状態になると、
貝と貝が交錯して身やひ
もを切ってしまうため死活
する割合が高まる

資料：事業者ヒアリング／北海道開発局資料：事業者ヒアリング／北海道開発局

【2次生産業者】

北海道からのホタテ種苗
の安定供給により、労力
のいらないホタテ養殖が
成り立っている

1次生産者
ほたて稚貝
1次生産者
ほたて稚貝

２次生産者
ほたて成体
２次生産者
ほたて成体

函館港

青森港
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○共和町のメロンはらいでんブランドとして有名で、H18の収穫量は、７，６００ｔで全道１位
○メロンは主に函館港から道外へ出荷されており、一部は札幌市場へも出荷
○輸送中は道路の凹凸、急勾配区間や信号機での加減速による振動から荷痛みが発生
○荷痛みしたものは商品価値が低くなり、中には割れて商品価値が低下
○函館方面への時間短縮や長距離輸送での荷痛み軽減において高速道路は有利

▼道内のメロン収穫量

資料：北海道農林水産統計年報（H18～19）

道内１位！

写真：らいでんメロン公式ＨＰ

▼らいでんメロンの出荷状況

H22事業者ヒアリング調査 ／北海道開発局

・梱包・輸送には特に配慮している

・道路の凹凸や急勾配でどうしても割れて
しまうことがある

・北海道横断自動車道（黒松内～余市間）
が整備されたら、函館港からの道外出荷
や、札幌方面の道内出荷に是非利用した
い

JAきょうわ集出荷場 JAきょうわ発足支所

写真：北海道開発局

２－２） メロンの荷痛みについて
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▼後志地域の果物は
主に道央へ

余市町、仁木町は道内１位の果実生
産地であり、全道の約６割を生産
(H18～H19の生産額)

資料：農林水産統計年報 総合編H18～H19

２－３）農水産業の現状 （第２回資料再掲）

○道内一の生産を有する果実、ミニトマトやメロンは、道外出荷シェアが大きく東京・大阪
の卸売市場に出荷される

○生産者からは更なる販路拡大が期待されている

農産品は関西方面へ

水産品コンテナは小樽港から中国へ

水産品

農産品

果実

▼国道５号を利用する農水産物流のイメージ

■道内果実生産額の内訳

余市町
37%

仁木町
27%

その他の
道内
36%

東京の市場の９月に並ぶメロンの約４割が北海道産。ま
た後志で収穫されるメロンの約4割が関東地方に出荷。

資料：H21年東京都中央卸売市場年報、
H20年度農畜産物及び加工食品移出実態調査

▼大阪の市場の８月のミニトマトは北海道産が主役

大阪の市場の８月に並ぶミニトマトの約半数が北海道産。
また後志で収穫されるトマトの約１割が近畿地方に出荷。

※後志地域で生産される
農水産品の一部は国道５号
を利用して、小樽港や
函館港から国内外へ出荷

函館港から本州方面へ

▼東京の市場の９月のメロンは北海道産が主役

3%

23%

54%

37%

17%

0%
0%

25%

50%

75%

100%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

▼後志産トマトの
近畿方面への出荷割合（H20）

近畿
14%

その他道外
53%

道内
33%

資料：H21年大阪府中央卸売市場年報
H20年度農畜産物及び加工食品移出実態調査
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▼東京都中央卸売市場の月別北海道産メロンシェア(H21)

▼大阪府中央卸売市場の月別北海道産トマトシェア(H21)

▼後志産メロンの
関東方面への出荷割合（H20）

道内
33%

その他道外
31%

関東
36%
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２－４） 新たな観光ツアールート

道央一周ツアー

新たな周遊観光企画ツアー

既存の主要ツアー

洞爺経由函館ツアー

洞爺湖を経由し、函館・大沼で宿泊するツ
アーが主流。国道５号を経由するツアーは迂
回感があることや時間のロスが大きいことか
ら、ツアーを組みづらい。

黒松内余市道路ができると「札幌→北広島→千歳→洞
爺→ニセコ→余市→小樽→札幌」を巡る「一周ツアー」な
ど、新たな日帰り道央圏周遊のニーズが生まれると期待。

資料：H22年 度事業者ヒアリング調査／北海道開発局

黒松内余市道路を利用すれば、迂回感もなく、道央～
道南（札幌→小樽→余市→ニセコ→函館）のツアーで、往
路と復路で別の経路を通り、違った景色を楽しめる。また
縦貫道を利用するより走行経費削減が図られ、集客力も
向上する可能性がある。

新たな広域観光企画ツアー

ニセコ経由函館ツアー

▼新たな観光企画ツアー▼新たな観光企画ツアー
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ヒアリング結果（観光ツアー会社）
○現在国道５号経由のツアーは、時間ロスも多くツアーが組みづらい
○黒松内～余市間ができれば、道央～道南のツアーで経路を変えることができ、集客力アップを図るこ

とができる
○道央圏１周ツアー、岬めぐりツアーなど、宿泊観光にも組み込まれる新たな日帰り周遊観光も可能



8※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ７※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ７



9※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ８※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ８



10※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ９※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ９



※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ１０※出典 第１回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年４月7日、国土交通省） 資料３ Ｐ１０ 11


